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’
　 嘔

纎維物 質の 加水分解 と其の 醗酵 に關す る研 究　（第 4 報 ）

　　　　　　　
ペ ン b 一ズ を含む加水分解物 の 醸 酵 （ii）

中村　　靜 ， 市野 　一
磨

（大 阪 大學 工 學部醗酵工 學 教 室）

　　　　　　　　　　　　　　　　 （1） 緒　　　　　論

　前報 に 於 て 加水分解生威物の醗 酵性に就て報告 した ので あるが之が現實に幾何 の酵母 量 とア ル

コ ール を生成す る か を檢討 しナこ．ペ ン トーズ （キ シ ロ ー一ズ
，

ア ラ ビ ノ ーズ） に甥する酵 母 の 生成

量等 に關．U て は既に Fink等 （1） に よ りて Torula　utilts を用ひ 群 しく研究 さ れて ゐるが 著者は改

め て 他 の方面 か ら之 を研究 し後報す る筈 で ある．本報に於 て は ヘ ミ t ル ロ ーズ 部 を酵母 の生域 に

繊維素部を ア ル コ ール 醗酵 に供 して 兩部 の炭素源 と して の 價値を論 じ度い と思ふ ．

　　　　　　　　　　　
’
　　 （2）　加水分解による窒素の分布

　籾殼の 窒素含量は 無 水 物 に 對 し0．4087％ に して木 材に對 して高 い．之が加水分解に依 て溶｝llし
醗酵 に 利 用 さ さ れ ば都合の よ い 事 で ある．F 漉 （1）等の 研究 に從へ ば木材鋸屑の糖化 に際 し糖分に

對 し最高L4 〜】・6％ に して最低 O．5％で ある と した． そ して 糖化次數 か ら云 へ ば中聞部で 最高を示

し漸減する傾向 を辿 つ て ゐ る．籾殻 の場合を見 る に溶液中 7・6〜18・2m9 ！100CC に て還冗糖 に對 し

最高o．6％最 低o・25％ で あ る・之 は Fink の 木材 に對する値よ り高 く籾殼 の方が木材 よ りも窒素の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら

利 用價値大な る を示 す．徇 全液量よ り計算 し籾殼 中の窒素の約62％が滴出せ る事に な り之の 點は

低 い と云 は ねば な らな い．

　 　　 　 　 　 　
＼

　　　　分 　　析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 窒 素 含 量 　 　邏 　元

t

糖
　　　　　　　　加水 分解 　　　　　　　　　mg ／100cc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9／190cc※

ヘ ミ セ 汲 ロ ーズ 抽 出部 14．4 2．461
織維素加 水 分解 部 （i）、 15．g　　 l 2．790

〃　　　 （il） 18。2 3．016
〃　　　 （ii呈） τ6 2．955

※ 第 3 報 に於 て 醗酵 に 供せ る試料 に向 じ

　　　　　　　　　　 （3） ヘ ミセ ル ローえ 分解抽出物より酵母の塔養

翫 齣 畑 は ペ ン ト冖ズ に して此 の部 描 酵せ しめて も働 ・

に蝿 分の23％ カ・ア 脚 一・セに

變化 する の み に して而 も其 の 濃度が 0．19〜 0．21g ！100ccl こ過 ぎな い事は第 3報 よ り明 かセあ る．

　著 者は Tovitlα utilis 及 び 山 口氏
（2＞の 分離 に係 る　Mycotorula　j　aponica 酵母 を用ひ て 此 の部の

炭水 化物 の 利用 1こ就 い て 研究 した。 M 重cotorU ［a は ペ ン トーズ 垢養液に増殖 して而 もヘ キ ソ ーズ

を醗酵 して ア ル コ ー
ル と炭酸に分解す る 力が あ りパ ン 酵母 として 應用 さ れ得 る と特徴がある・（3） 、

　抽出物は 常法 に 從 ひ石荻及 び炭酸石友 に て 中和 して PH ＝5・5〜6・0 の 間 に調節 し濾液を減壓下

に 水蒸氣蒸溜 を行ひ た る後後述 の如 き榮養物 を溶解 し其の δ00cc を夫 々 1L ・の細 口 試藥壕 に牧容
して 30℃ 内外の温浴 中に て水道 ア ス ビ レ ータ ーを使用 して 殺菌室氣 を通 じ培養 した ，

榮養物を溶解せ る培養液 （500・・）の組成 は …fto如 くで ある．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※

　 歪 糖 量　　9．（〕409　　　　　覆癖濃度　　L80ε％　　　　　酵母：汁　　　20cc・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ 　　　　　　．　　　　　　　　　　 △

　 1 酸性燐酸 ア ン モ 昌 ウ ム 　　08 霧　　
．
鹽 化 マ グ ネ シ ウ ム 　　O・2竃

、

　　　．※ 1 ： 10．60℃ ， ユ時間抽 出 の 濾液 を糖測定前 に 瀞解 す る

　　
：・L △ 　鹽類 は 何 れ も500ccに 艷す る量 を示 す

　 　 　 　 　 　 　 △

硫 酸 ア ン モ 要 ウ 」・　 ユ．7509

　 　 　 △

鹽托加 里　 02 鑑

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　Stell　hefeとして 新鮮 な る培養 Mycoterula及 び T ？rula を殺萬水に て洗滌 し遠心分離せ る壓

搾酵母 と して夫 々 1・09宛 を加 へ た・．

　培養の 濫度は約 28 〜 30℃ の 間に あ
’
b間斷な く通 氣 しっ っ 2刷 3 時間目に試料を採取 して 糖濃度

pH ．酸度 を調べ て培養中數回 に亘 り21％ア ン モ ニ ア冰 を數滴宛滴下 して pH ．と酸度を調 節い 二・

糖の淌費が絡局に近づ き變 化な きに …動 て 完 了せ る もの として分析 した． Mycotorula断鸚 し

Torula　utilis
「

は概 して發育状態が悪 く垢養 に も長時聞を要 し而 も生成量が少い． 併 し細胞の生

理 脹態は 良好 で發芽歌態 も悪 くな s時折 比較 的大 き い細胞が現 は れ る事 もあり齔 の 圓い細胞か ら、

も同樣 に發芽 した，培養の結果は次 の 如 くで ある．

培養液 組 彪

酵 ．　 in
− ’一”

1

、

培 饕 絡 了 ま で の 時 間

液　　　　　　量 ．　　 （cc ）

殘 糖 分 （全 量） 9
同　　 化　　糖　　 量　　9・

酵 母 墸 殖 量 9．（乾 燥 物）

遶 元X に 鑿 す る酵母1貫殖量（％），

Mycotorula　japonica TOVUla　utili篩

　 21

　 48io

．ao98
．6313

．98皐
46．2

　 43

　 4900

．11483263

．44741

．4

　本表 に於 て 直 ちに判 る如 く Mycotorula が増養時聞 も短 く且 つ 増殖量 も多い．唯形態が小 な る

爲め濾過壓搾が困難で ある。

　　　　　　　　　　　　　　 （4） 纖維素部の アル コー
些醸酵

’
加水命解物は何 れ も糖濃度 が 不同で 且つ低 きに過ぎ る爲め先 づ 之 を濃縮 し各濃度を6％程度迄

上昇 して 試驗に供 する事 とした．’
脚ち液を中和 して pH を 6・5附近 とな したる後濾液 を減壓下 に

70℃ 内外で濃縮を行つ た．此 の操作 に依つ て 濃縮中相賞量の暗褐色の有機物沈液を生歩るの で 前
’

後鯲 ける翫 働 質 （B ・ r… nd 糖） の 攣化を檢 した・

　帥ち此 の試驗の 爲 め に 各糖液 200cc を濃縮 して約 60〜 70cc となした る後濾過 し濾紙上 の 殘渣

を熱湯 に て充分洗灘 して濾液に合 し正 確に 200cc に還 した る後糖分の變化 を觀察 した結果 は 次

の如 くで ある．　　　　　　　　　　
魔

i・・紛 墾呶 ・） 1 同
『

（ii） 1 同　　（lii）

濃縮前（葡萄糖 とし ％）

浪縮後　　　 〃　　　 ・

濃 縮 に よ る 還 元 差（％ ）

2．5162

：5010

．61

2．7412

．7240
．7

2．3502

．3380
．51、

　濃縮に ょ る還元差は常に 1・％ 以下 に て之は次の ア ル コ ール 醗酵の 立 塲 か ら無覗 し得 る程度の も

の で あ る．依 て各糖液 3tiO−v400cc 宛 を約73量程度に蓬 濃縮 し醗酵に供 し仁 基本液は次 の如 ぐ

である，
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（i） （ii） i （iの

糖濃度 《 ％）

液
r
量　（cc ）

全 糖量　（9 ）

糖　液　PH

广　　　 7．033
　 　 　 120

　 　
’
8，440

　 　 　 5．0

｝ 7．264120
・

8．7174

．9

6．9181208

．3024
．9

　200cc の 工 卩レ ン マ イ ヤ ー フ ラ ス コ に收容 しア ル ウ ツ ド醗酵管を附 して醗酵せ しめ た．酵i母 は

當研究室保存の510號を用 ひ豫 ti
？甘藷糖液の試驗管培養 （10cc）せ る もの の2 本宛 （20cc ）の沈澱

酵母 を各液に添加 した．榮養物 として は從來 の 研究を參考 と して次 の量 を各液に溶解 し フ ル フ ラ

ル 反應 なき爲め亜硫酸曹逹 を溶解せす各液 120cc に硫酸ア ン モ ニ ウ み O．5g 硫酸マ グ ネ シ ゥ ム

O．lg 酸性 燐酸加 里 0．19 酵 母オく 5cc を溶解 した，

、
＼ 　　　　糖液

　　
、

＼ 一　、
經 過 霞數

丶丶
丶

鑿li
（i）

1．11

．6
』

0，40

．2

（ii）

357110

（iii）

904

犀

110

，
’

計 （9） 1・3／… 3 （理 ） 1　 P・s／4・26 （理 ） i3・・ノ4・・6 （理）

殘 糖 量 　（9 ）

糖淌費攀　（％）

，釀酵歩合 　（％ ）

0．961「

88．679
．9

0．6DO93

．082

．1

　 　 　 0．457

　 　 、94．5

1　 8・・3．

’
醗酵絡了後其の 10σcc を用 ひ て 蒸溜 して ナiL コ

・一ル 生成量を測定 しき．　蒸溜は酸性で 行ひ次

に更に苛性加里 を加 へ て 再溜せ る もの に就 き ピ ク ♪ メ ータ ーを用
．
ひて 比重 を測定 し

‘

C大i氣壓及温

度よ り補正 した共の 結果 は 次 の如 くで ある．（原液量 に換算）　　　　　　
’
　　　　　　 ・

1 （i） （ii） 1 （iii）

’
ア ル コ ール 生 成 量 　（9）

　　　 〃　　　峯 　（％ ）※

3．墨6480

．3

　 　 　 3。692

，　　 82．7

3．47882

．0

※　醸酵歩合 に 同 じ

　生成 ア ル ＝ 一ル 量と炭酸瓦斯減量か らの醗酵歩合 の 平 均は　　　　　 、

　　　 （1） 80．1％ 　 （ii） 82．5％ 　 （i｛i）
「
81，7％ であつ て概して 同 じ欣態を示 し80〜 82％

にあ る．之 に 比 べ τ 糖の 淆費率は 88．6N94．5％ で （1） に 比 して （ii）及 （iii）は 4 〜 5％高 く醗

酵時間 も幾分 早い樣で ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　 （5） 貿　驗　婆　 旨

　（D　加水分解物の窒 素分布は 木材 のそ れ よ b大 で 叉 利用價値 も大で ある・　　 、

，

（ii） ヘ ミ セ ル ロ ーズ 部は INgycotoyula酵母 に よ り良 く同化 され培養蘇として＄分の 價値が あ

る・即ち遐元差 （同化糠） に對す る酵母收量は46％ に逹す る Torula　 utilis は稍 々 劣 る」

　（iii） 繊維素の加水分解物 （葡萄糖）は よ く醗酵 されて ア ル コ ール に利用し得る．即 ち糖分の

90〜 94％が同化 され80御 82％の ア ル ； e ル 生成 を示 す．
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　　　　　　　　　　　　　　　 文　　　　 獻

　1） 騨．Fink　und 　R ．　Le61旧 er ： Bioeherm．　Z．286，83 （1936）　
・
恥　山 口 ： 日本農化 ， 19 ， 800

（1943）　　　　3）　吉 珥　： 東 レ 稾報 2，155（1947）

　 ＼

Eremothecium 　Ag・　hbyiiの ビ タ ミ ン B2 生産に

關する 研 究　（卿 9報）

發 育及 Riboflavin 生 産 に及 ぼ す滲透壓 の影響

高由　亮夲 ， 間瀬　泰男

（京都 大學 工 學 部工 業 化 畢 教 室 ）

（1） 緒 言

　Eremotheclum　Ashbyii の ビ ク ミ
’
シ B ， 生産 は米麥の胚芽 を培養基 とした塲合最 も著明で あつ

て現 在工 業原料 と して專 ら胚 芽を使用 しつ つ あ るが胚芽 1こ遖量の永をカ1え殺菌後菌種を接種培養

した の で は Ribo壬lavfnの 生産量が比較的少 く， 胚芽 を先す3〜 5倍 の 水 に浸漬 した 後 ， 脱水 ， 殺

菌 して使用す る と Riboflavin 生産量が 著 し く増加する もの で工 霧操作は 後者によ つ て ゐ る・ こ

の 原料 腔芽の 浸潰の 意義に 關 して先年高 田研究室 で種 々 檢討 した が まだ明か に され て ゐ な い．胚

芽に 有害物質 を含有す る た め で な い こ とは胚芽浸漬癈液 も亦極 め て 良好 な培養源ナこり得 る こ とか

らわか る．從 つ て 胚芽中に何か過剩物質が含有され之が浸潰中に適度 に除か れ る もの と考え られ

る が從來含水炭素及含窒素物 に つ い て試 驗を行 つ ナニが適確な結果が得 られ なか つ ナニ．殘 る問題は

無機成分で ある．胚芽中に は比較的多量の友分 を含有 する もの で可 溶性無機咸分 は強い滲透壓 を

與 え る こ とか ら胚芽浸漬 の 意義は 浸 透壓の減 少に ある の で は な い か と考 えて賓驗 を始めたの で あ

る．皀卩ち先す 基本培養液に 種 k の 無機鹽類を加 え滲透壓 と Eremothecium の發育及 Riboflavin

生産 との間に 曹んな關係 がある か を試驗 しk ．

（ll） 研　究　方　法

　（1）
’
滲透壓 の 測定

　滲透壓の測 定に は氷點降下法 を採用 し家式に よつ て計算 しね．

　　　　　P
。

＝ 12．06△ atm

　△ ＝ 氷點降下 ℃ 　　 P。
＝ Q ℃ に於 け る滲透壓 （氣壓）

．
電顯 の水 醸 で は

摯式 に よ つ て灘 壓鱒 出 し得 る・

　　　　　P ＝ iCRT 　
l　　　 i・ ＝ 1 − a 十 V α

？ 冒 滲透壓 （atm ）　　C ＝ 濃度 “ （mol ！L ）　　R ＝ 氣體i亘數

　T ＝ 絶體膃度　
．
　　 a ・・＝解離度　　 、　 V 嵩 1分子 よ り生 じ得 る イ オ ン の 數

　實驗す べ き多數の 培養液に つ い て夫 々 氷點 降下 を測定す るのが煩雜なの で 食鹽を加 えた珸養液

に つ い て 氷黜降下 を實測 して滲逶壓 を計算 し理 論式か ら算出 した値とを壞稼して見すこ・基夲培養

濠は次項 に述べ る，　　　　
‘
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